
令和３年度　野洲市がん検診のお知らせ

胃部Ｘ線（バリウム）検査 胃内視鏡検査

大腸 肺 子宮頸 乳

便潜血検査
　胸部Ｘ線検査、　　

　喀痰細胞診

胃部Ｘ線

（バリウム）検査
胃内視鏡検査

視診、内診、

子宮頸部細胞診

乳房Ｘ線検査

（マンモグラフィ）

50歳以上

右下のチェックリストを

ご参照ください。

年度に１回 年度に１回 年度に１回 ２年度に１回 ２年度に１回 ２年度に１回

個

別
800円

胸部Ｘ線検査：1,700円

喀 痰 細 胞 診 ： 2,500 円
2,000円 4,000円 1,800円

40～49歳の女性：2,400円　

50歳以上の女性：1,600円

集

団
500円

胸部Ｘ線検査：1,000円

喀 痰 細 胞 診 ： 700 円
1,000円

このお知らせは環境に配慮し、再生紙を使用しています。　                                 令和３年５月３１日作成

・これまでにバリウム検査で

「じんましんが出た」「気分が

悪くなった」「バリウムを飲ん

でむせた」ことがある人　　　　

・水分を取った時に、むせやす

い人

・胃がんと診断された人、胃を

切除した人（一部切除・内視鏡

での手術を含む）

・アレルギー・喘息・ひどい便

秘の人は、検診可否について主

治医とご相談ください。

受診間隔

受

診

料

下記のチェックリ

ストをご参照くだ

さい。

・これまでに大腸

がんと診断された

人

・大腸の手術を受

けたことのある人

・大腸ポリープ等

で経過観察中の人

・現在、出血など

自覚症状のある人

・65歳以上で年度

内に結核検診を受

けた人

・6ヶ月以内に痰に

血が混じっている

人

・肺がんと診断さ

れた人

　　　　　　　　

・肺の病気で経過

観察中の人

20歳以上の女性
40～49歳の女性：２方向

50歳以上の女性：１方向

内

容

対

象
40歳以上 40歳以上 40歳以上

胃

・令和2年度に市の胃がん検診（胃内視鏡検査）を受

けた人

・胃腸の病気（ポリープを含む）で治療や経過観察

中の人

・令和2年度に市の子宮

頸がん検診を受けた人

・現在、子宮頸がんや異

形成で治療中か経過観察

中の人

・子宮の手術経験があ

る、または、子宮の手術

をした人で子宮の頸部が

残存していない人

・令和2年度に市の乳がん検診

を受けた人

・現在、乳がんで治療中、経

過観察中の人

・乳がん治療後10 年以上経過

していない人

・心臓ペースメーカー、V-P 

シャント、皮下埋込型ポート

を挿入している人

・豊胸手術、乳房再建術を受

けた人

・妊娠中あるいは授乳中の人

・卒乳後で乳汁の分泌がある

人

・自覚症状（しこり、乳頭の

変形、乳頭からの異常な分泌

等）がある人

・マンモグラフィは、乳房を

圧迫して撮影しますので、多

少の痛みを伴います。

・40 歳代は、50 歳以上に比

べ、乳腺の密度が濃いため、

診断が不明確になります。    

そのため、マンモグラフィ

は、2 方向撮影になります。

・レントゲン撮影のため、ボタ

ンや金具のついた肌着はさけて

ください。

・検査後は、バリウムによって

便が固くなりやすいため、水分

を多くとってください。

・入れ歯をご使用の人は、検査

当日の朝、入れ歯安定剤の使用

を控えてください。

※２　胃内視鏡検

査受診後は、次回

の市の胃がん検診

(胃部Ｘ線検査・胃

内視鏡検査)は２年

度後となります。

受

け

方

と

注

意

事

項

・子宮頸部の細胞を一部

採って検査しますので、

月経と重なる日、月経直

後は避けてください。

（月経後２～３日あけた

ほうが正確な検査ができ

るといわれています。）

・性体験がない、および

子宮頸がん検診を初めて

受診する人は、予約時に

ご相談ください。

・医療機関で直接

受診（便容器の配

布、提出）ができ

ます。

・事前予約が必要

な所があります。

子宮頸

・職場や医療機関

で定期的に胸部Ｘ

線検査を受けてい

る人は、予約時に

ご相談ください。

・検査前日の午後9 時以降は、飲んだり食べたりし

ないでください。喫煙もご遠慮ください。

・朝の服薬が必要な人は、服薬方法について主治医

にご確認ください。

乳肺

検

診

の

対

象

と

な

ら

な

い

人

大腸

胃

※１ 喀痰細胞診の対象者は50歳以上で喫煙指数(１日の本数×喫煙年数)が600以上の人です。また、喀痰細胞診のみ

を受診することはできません。(加熱式タバコを含む）

※２ 胃内視鏡検査受診後は、次回の市の胃がん検診(胃部Ｘ線検査・胃内視鏡検査)は２年度後となります。

受診（予定）日当日に野洲市に住民登録している は い いいえ 

年齢が50歳以上である(年度末に50歳以上であれば可) は  い いいえ 

年度内に市の胃がん検診(胃部エックス線検査・胃内視鏡検査)を受けた いいえ は い 

昨年度(令和２年４月１日～令和３年３月31日)に市の胃がん検診（胃内視鏡検査）

を受けた（胃内視鏡検査は２年度に１回の受診です） 
いいえ は い 

妊娠中または妊娠の可能性がある いいえ は い 

疾患の種類に関わらず、現在入院している いいえ は い 

消化性潰瘍（胃・十二指腸潰瘍）などの胃の疾患で治療中である いいえ は い 

ヘリコバクター・ピロリ菌除菌中か、過去に除菌し、医療機関で経過観察中である いいえ は い 

過去に食道がんや胃がんになったことがあり、現在医療機関で経過観察中で

ある 
いいえ は い 

胃の全部摘出手術を受けた ※一部摘出は受診可能です いいえ は い 

抗血栓薬（血液をサラサラにする薬）で治療中である いいえ は い 

のどや鼻に胃内視鏡の挿入ができないような疾患がある いいえ は い 

呼吸不全がある いいえ は い 

急性心筋梗塞や心房細動、重篤な不整脈などの心疾患がある いいえ は い 

 

胃がん検診（胃内視鏡検査）対象判定チェックリスト

[問い合わせ先] 野洲市健康福祉センター（野洲市辻󠄀町433-1）

健康推進課 ☎５８８－１７８８ FAX５８６－３６６８
※電話番号をお確かめのうえ、おかけ間違いのないようご注意ください

※新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、検診が、中止・延期になる場合があります。

【個人情報の取り扱いについて】
野洲市は、個人情報条例を遵守し、個人情報について厳格に取り扱っています。

受診料の免除対象者：生活保護世帯および住民税非課税世帯の人。受診日の2週間前までに健康推進課で免除申請

（要印鑑）が必要となります。

がん検診無料クーポン券：対象のがん検診を無料でお受けいただけます。令和3年４月１日現在、20歳の女性に子宮

頸がん検診、40歳の女性に乳がん検診の無料クーポン券を5月末に送付します。

がん検診の結果が「要精密検査」になった場合は、必ず精密検査をお受けください。

がん検診の受け方

受診先の医療機関

から結果通知
医療機関へ行き受診

健康推進課へ予約。

（日程等は裏面参照）

実施医療機関（裏面参照）から

受診先を選び、受診先へ予約。

約1ヶ月を目安に

市から結果通知検診会場へ行き受診

各がん検診は、実施医療機関（個別検診）や、検診会場（集団検診）で受けることが

できます。個別検診と集団検診では、受け方や受診料等が異なります。

最新情報は

こちらから→

※2

※１

集団検診で受診

個別検診で受診

胃内視鏡検査では、口、または鼻から内

視鏡を挿入し、食道・胃・十二指腸を直接

観察します。そのため、胃がん以外の病気

（食道がんなど）も発見できるというメリット

があります。

また、胃部X線（バリウム）検査で精密検

査が必要になった場合、精密検査として胃

内視鏡検査の受診が必要になるため、最

初から胃部X線（バリウム）検査を受けずに

胃内視鏡検査を選ぶ人もおられます。

検診対象者は、左側の太枠すべてに

該当する人です。


